
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

◎児童厚生施設等整備費補助金
　　　　　　　　　　　（基準額12,500千円×2／3）
◎合併特例債充当

◎児童厚生施設等整備費補助金
　　　　　　　　　　　（基準額12,500千円×2／3）備

考

その他特定財源の名称・補助基本額・率
地方債の区分と充当率等

合併特例歳充当

1,090 28,203 0
計 2,824 29,972 37,088 1,090 36,536 0

一 般 財 源 2,824 2,172 2,455
そ   の   他
受益者負担

8,3338,333
26,300

037,088 1,090 36,536

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債 27,800

（Ａ） 事      業      費 2,824 29,972

0

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 10,024 37,172 44,288 8,290 43,736 0

7,200 人件費（Ｂ）人 人7,200 人件費（Ｂ） 1.0 人人 7,200 人件費（Ｂ） 1.0人 7,200 人件費（Ｂ） 1.0

　 Σ 0

事業投入人員 人件費（Ｂ） 1.0 人 7,200 人件費（Ｂ） 1.0

　 Σ 36,536 事業費計(A)　 Σ 1,090 事業費計(A)　 Σ 37,088 事業費計(A)
　

事業費計(A) 　 Σ 2,824 事業費計(A) 　 Σ 29,972 事業費計(A)
　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　進捗率

(％)
　 　 　

式 500事務費 1備品購入費 1 式 510
式 3,216設計業務等委託料 1式 1,052702 事務費・初度備品等 1式 56 事務費・初度備品等消耗品費 1

工事

（ふたば幼稚園を平成
20年度に取り壊す予
定。遊戯室を改修する
工事費）

設計業務等委託料 1 式 3,216設計業務等委託料 1 式 1,925

式 32,820式 1,090
放課後児童クラブ「レ
インボーうえの」改修
工事

1式 32,820

【新規】
放課後児童クラブ（キっズ
うえの）外壁漏水補修工
事

127,345
東小学校区放課後児
童クラブ設置工事 12,258

友生小学校区放課後
児童クラブ整備工事

(千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)　

事
業
内
容

平成１８年度 決算内容

(千円)

中瀬放課後児童クラブ
設置工事

委託

事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額
平成２１年度 計画内容 平成２２年度 計画内容 平成２３年度 計画内容

事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位
平成１９年度 決算内容 平成２０年度 計画内容

金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額

総事業費 36,536 千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度 19 20 21 22 23

拡大
出生率の低下で少子化傾向にあるが、核家族や共働き世帯が多いことから、逆にクラブへの入会希望者が増加している。この
ことから施設整備を実施し、子どもの安心安全な居場所を確保する子育て支援の充実を図る。

4 市内の類似施設

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

3 規模・構造 ①②　鉄骨造プレハブ
③鉄骨平屋造

年間運営費 千円

Ａ

未定
2 建設面積（延床面積） ①121.31㎡　②121.31㎡

③175㎡ 配置（予定）人員 人

効率性 4
施設整備については、極力既存施設を利活用しています。

1 建設用地 ①ゆめが丘6丁目6番地の一部
②緑ヶ丘東町980番3、981番2
③上野紺屋町3181番

運営主体 指定管理者の予定

　委託先

有効性 4
子どもの居場所を整備することにより、保護者が安心して就労することができる

達成度 2
現在、６箇所で開設をしておりますが、保護者の就労環境の変化等により利用希望者数は増加の一途を辿っています。

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント

事
業
内
容

定員を大幅に超過する申込者がある２地域において児童クラブを設置し、
待機児童の解消を図る。
平成20年度
①友生小学校区（６０人定員予定）　平成19年度よりの繰越事業
②東小学校区（６０人定員予定）
平成２１年度以降
③レインボーうえのの改修工事

状
況
変
化
等

現在上野地域においては６箇所の放課後児童クラブが開設されて
おりますが、２地域において利用申込者数が定員を大幅に超える申
し込みがあり、やむを得ず低学年を優先して入所させており、定員
以上の児童を断っている状態である。2箇所について放課後児童ク
ラブを整備し、待機児童の解消に努めたい。

必要性 4
安全安心な子供の居場所づくりが、早急に必要

関連事業
終了年度 平成 22 年度

開始年度 平成 17 年度

（※対象件数

根拠法令・要綱等 児童福祉法及び同法施行令、放課後子どもプラン推進事業費補助金交付要綱

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）

0
実績 2 実績 2

ー 目標 0
0定数超クラブの減少

利用者数が増加し、入所できない施設数を減少させ
る

箇所
目標

8
実績 6 実績 6

ー 目標 8
8

H18

放課後における市内の児童 放課後における児童の安全安心な居場所ができ、加えて健全な育成を図ることができ
る。

施設設置箇所数
改修により良好な児童育成環境の確立が図れるこ
とが期待できるため設定

箇所
目標

指標設定の考え方 単位
実績値 目標値

H19 H20 H2１

9658

(内線) 2630

事業の成果を測る指標

担当部課
コード １３０７００ 評価者

氏　名名称 少子化対策課

目標

実績

目標 ―

実績

基本計画該当頁 75 行革大綱の重点事項番号

細々目 01 放課後児童施設整備事業 実績 実績

目標 ― 目標101 放課後児童施設整備事業
施　策 2 保育所・幼稚園等における保育・教育の実施

細目

目 06 児童福祉施設整備事業費 実績 実績

目標 目標04 児童福祉費基　本
施　策

08 子どもを産み育てやすい環境をつくる
項

H18 H1９
事業名 296 放課後児童クラブ整備事業

会計

款

一般会計
活動指標

01
単位

事業類型

実績値

Ⅱ 施設の建設

目標値

H２０ H２１

２次評価対象分単独継続

コード 名               称 区分

※平成20年度へ繰越

コード 名            称

事業種別

民生費03

田邊由美子 連絡先
22


